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　 　 【 請 求 項 １ 】 　 物 体 （ ３ ） の 周 長 を 測 定 す る た め の 装 置 で あ っ て 、
ａ ） 　 長 さ Ｌ Ｄ の 長 さ が 既 知 の 部 分 を 有 す る ワ イ ヤ （ ５ ） と 、
ｂ ） 　 当 該 ワ イ ヤ （ ５ ） と 動 作 状 態 で 接 触 し て い る 位 置 セ ン サ で あ っ て 、 前 記 ワ イ ヤ （ ５
） が 当 該 位 置 セ ン サ に 対 し て 少 な く と も 所 定 の 張 力 Ｚ を 与 え る と 直 ち に 、 信 号 Ｓ を 出 力 す
る 位 置 セ ン サ （ ４ ） と 、
ｃ ） 　 前 記 物 体 （ ３ ） の 周 （ ２ ） に 沿 っ て 、 前 記 ワ イ ヤ （ ５ ） の 長 さ Ｌ Ｄ の 部 分 に 対 し て
張 力 を 与 え る た め の 駆 動 装 置 （ ６ ， ７ ） で あ っ て 、 前 記 信 号 Ｓ が 出 力 さ れ る と ワ イ ヤ （ ５
） に 対 し て 張 力 を 供 給 す る こ と を 停 止 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 位 置 セ ン サ （ ４ ） に 接 続
さ れ た 駆 動 装 置 （ ６ ， ７ ） と 、
ｄ ） 　 当 該 駆 動 装 置 （ ６ ， ７ ） と 動 作 状 態 で 接 触 し 、 前 記 駆 動 装 置 （ ６ ， ７ ） が 物 体 （ ３
） の 周 （ ２ ） に 沿 っ て 張 力 を 与 え る 際 に 前 記 ワ イ ヤ （ ５ ） が 移 動 す る 距 離 Ｗ Ｄ を 測 定 す る
た め の 距 離 計 と 、
　 を 少 な く と も 備 え 、
ｅ ） 　 前 記 長 さ Ｌ Ｄ 、 前 記 距 離 Ｗ Ｄ お よ び 当 該 装 置 固 有 の 幾 何 学 的 フ ァ ク タ Ｇ か ら 物 体 （
３ ） の 周 長 （ ２ ） を 測 定 で き る よ う に 構 成 し た 物 体 の 周 長 測 定 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 請 求 項 １ に 記 載 の 物 体 の 周 長 測 定 装 置 で あ っ て 、
　 当 該 装 置 が 、 前 記 長 さ Ｌ Ｄ 、 前 記 距 離 Ｗ Ｄ お よ び 当 該 装 置 固 有 の 幾 何 学 的 フ ァ ク タ Ｇ か
ら 物 体 （ ３ ） の 周 長 （ ２ ） を 計 算 し て 出 力 す る 装 置 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 物 体 の 周 長 測 定 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 駆 動 装 置 （ ６ ， ７ ） が 、 駆 動 ロ ー ラ （ ６ ） お よ び 摩 擦 ロ ー ラ （ ７ ） を 有 す る 圧 搾 機
構 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い れ か 一 項 に 記 載 の 物 体 の 周 長 測 定 装 置 で あ っ て
、
　 前 記 物 体 （ ３ ） の 周 （ ２ ） に 沿 っ て 張 力 が 与 え ら れ た 時 に 前 記 ワ イ ヤ （ ５ ） と 接 触 す る
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よ う に な る 駆 動 装 置 （ ６ ， ７ ） の 表 面 の 少 な く と も 一 部 が 、 レ ー ザ 処 理 に よ る 面 に な っ
て い る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い れ か 一 項 に 記 載 の 物 体 の 周 長 測 定 装 置 で あ っ て
、
　 前 記 ワ イ ヤ （ ５ ） が ナ イ ロ ン ワ イ ヤ で あ る 、 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い れ か 一 項 に 記 載 の 物 体 の 周 長 測 定 装 置 で あ っ て
、
　 前 記 駆 動 装 置 （ ６ ， ７ ） が 電 気 モ ー タ で あ る 、 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 物 体 （ ３ ） の 周 長 を 測 定 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
ａ ） 　 前 記 物 体 （ ３ ） の 周 方 向 に 、 長 さ Ｌ Ｄ の 長 さ が 既 知 の 部 分 を 有 す る ワ イ ヤ （ ５ ） を
配 置 し 、 当 該 ワ イ ヤ （ ５ ） が 位 置 セ ン サ に 対 し て 少 な く と も 所 定 の 張 力 Ｚ を 与 え る と 直 ち
に 、 位 置 セ ン サ （ ４ ） が 信 号 Ｓ を 出 力 す る よ う に 、 ワ イ ヤ （ ５ ） を 位 置 セ ン サ （ ４ ） に 動
作 状 態 で 接 触 さ せ る 工 程 と 、
ｂ ） 　 距 離 計 と 動 作 状 態 で 接 触 し て い る 駆 動 装 置 （ ６ ， ７ ） に 前 記 ワ イ ヤ （ ５ ） を 導 入 す
る 工 程 と 、
ｃ ） 　 前 記 ワ イ ヤ （ ５ ） と 動 作 状 態 で 接 触 し て い る 位 置 セ ン サ （ ４ ） が 信 号 を 出 力 す る ま
で 、 駆 動 装 置 （ ６ ， ７ ） を 始 動 さ せ る こ と に よ っ て 前 記 物 体 （ ３ ） の 周 （ ２ ） に 沿 っ て 前
記 ワ イ ヤ （ ５ ） に 張 力 を 与 え る 工 程 と 、
ｄ ） 　 前 記 駆 動 装 置 （ ６ ， ７ ） が 物 体 （ ３ ） の 周 に 沿 っ て 張 力 を 与 え る 際 に 前 記 ワ イ ヤ （
５ ） が 移 動 す る 距 離 で あ っ て 、 前 記 距 離 計 に よ っ て 測 定 さ れ る 距 離 Ｗ Ｄ を 求 め る 工 程 と 、
ｅ ） 　 前 記 長 さ Ｌ Ｄ 、 前 記 距 離 Ｗ Ｄ お よ び 当 該 装 置 固 有 の 幾 何 学 的 フ ァ ク タ Ｇ か ら 物 体 （
３ ） の 周 長 を 測 定 す る 工 程 と 、
　 を 備 え る 物 体 の 周 長 測 定 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 体 積 変 動 測 定 法 、 特 に 、 肢 の 周 長 の 測 定 に 使 用 す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の
い れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 ま た は 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 物 体 の 周 長 を 測 定 す る 装 置 お よ び 方 法 に 関 す る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 事 実 上 、 全 て の 技 術 分 野 に お い て 、 物 体 の 周 長 を 測 定 あ る い は 検 査 す る こ と が し ば し ば
必 要 で あ る 。 製 造 分 野 で は 、 周 長 の 計 測 が し ば し ば 製 品 の 品 質 検 査 に 必 要 と な る 。 こ の 場
合 、 周 長 の 測 定 を 可 能 な 限 り 正 確 に 実 行 す る こ と が し ば し ば 重 要 で あ る 。 し か し 、 同 時 に
素 早 く か つ 簡 単 に 実 行 す る こ と が し ば し ば 重 要 で あ る 。 な ぜ な ら 、 実 際 の 処 理 で は １ 回 の
計 測 の み を 行 な う こ と が 最 も 多 い か ら で あ り 、 時 間 的 見 地 か ら 誤 り な く 処 理 を 行 う こ と に
極 め て 有 害 な 影 響 を 与 え る こ と は 望 ま し く な い か ら で あ る 。 周 長 の 計 測 の さ ら な る 実 用 例
は 医 療 分 野 で あ る 。 こ こ で 、 例 え ば 、 静 脈 閉 塞 体 積 変 動 測 定 法 （ プ レ チ ス モ グ ラ フ ィ ） に
お い て 、 必 要 な 患 者 の 肢 の 正 確 な 周 長 を 測 定 で き る こ と が 必 要 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 素 早 く 、 簡 単 そ し て 正 確 な 物 体 の 周 長 の 測 定 を 可 能 と す る 装 置 お よ び
方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 こ の 目 的 は 請 求 項 に 記 載 さ れ た 装 置 お よ び 方 法 の 請 求 項 に 記 載 さ れ た
方 法 に よ り 達 成 さ れ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 文 脈 に お い て は 、 物 体 の 周 長 を 測 定 す る 装 置 が 提 供 さ れ る 。 そ の 装 置 は 、 以 下
の 構 成 要 素 を 備 え る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ａ ） 長 さ Ｌ Ｄ の 長 さ が 既 知 の 部 分 を 有 す る ワ イ ヤ 、
　 ｂ ） ワ イ ヤ が 位 置 セ ン サ に 少 な く と も 所 定 の 張 力 Ｚ を 及 ぼ す と た だ ち に 信 号 Ｓ を 出 力 す
る よ う に 、 ワ イ ヤ と 動 作 状 態 で 接 触 し て い る 位 置 セ ン サ 、
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　 ｃ ） ワ イ ヤ の 長 さ Ｌ Ｄ を 物 体 の 周 囲 に 沿 っ て 張 力 を 付 加 し 、 信 号 Ｓ が 出 力 さ れ る と 駆 動
部 材 に よ る ワ イ ヤ へ の 張 力 の 付 加 を 停 止 す る よ う に 位 置 セ ン サ に 接 続 さ れ る 駆 動 部 材
　 ｄ ） 駆 動 部 材 に よ る 物 体 の 周 長 に 沿 っ た 張 力 の 付 加 に よ る ワ イ ヤ の 軌 跡 の 距 離 Ｗ Ｄ を 計
測 す る た め に 駆 動 部 材 と 動 作 状 態 で 接 触 し て い る 距 離 計
　 ｅ ） 長 さ Ｌ Ｄ 、 距 離 Ｗ Ｄ 、 お よ び 装 置 固 有 の 幾 何 学 的 フ ァ ク タ Ｇ に よ り 物 体 の 周 長 を 測
定 す る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に か か る 装 置 が 長 さ Ｌ Ｄ 、 距 離 Ｗ Ｄ 、 お よ び 装 置 固 有 の 幾 何 学 的 フ ァ ク タ Ｇ か ら
物 体 の 周 長 を 計 算 お よ び 出 力 す る ユ ニ ッ ト を 備 え る こ と が 好 適 で あ る 。 こ れ に よ り 素 早 く
か つ 同 時 に 正 確 な 周 長 の 測 定 が な さ れ る 。 距 離 計 が 直 接 に 信 号 処 理 ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ る
こ と が 好 適 で あ る 。 ま た 、 信 号 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ あ る い は 特 に コ ン ピ
ュ ー タ で あ る こ と が 好 適 で あ る 。 こ れ ら の 信 号 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 駆 動 部 材 に よ る 物 体 の 周
辺 に 沿 っ た 張 力 の 付 加 を 受 け た ワ イ ヤ に よ る 軌 跡 の 計 測 さ れ た 距 離 Ｗ Ｄ が 直 接 に 読 み こ ま
れ 求 め ら れ る こ と が 可 能 で あ る 。 ワ イ ヤ の 長 さ Ｌ Ｄ お よ び 装 置 固 有 の 幾 何 学 的 フ ァ ク タ Ｇ
の よ う な 装 置 の 既 知 の パ ラ メ ー タ は 固 定 さ れ た 変 数 と し て 信 号 処 理 ユ ニ ッ ト に 記 録 さ れ 、
い つ で も 呼 び 出 せ る 。 あ る い は 、 求 め る た め の プ ロ グ ラ ム に 直 接 統 合 す る こ と が 好 ま し い
。 周 長 の 結 果 は 、 好 適 に は 、 処 理 ユ ニ ッ ト に 直 接 に 接 続 さ れ た モ ニ タ あ る い は デ ィ ス プ レ
イ に 表 示 さ れ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 他 の 好 適 な 装 置 の 実 施 形 態 で は 、 駆 動 部 材 が 駆 動 ロ ー ラ と 摩 擦 （ traction） ロ ー ラ と に
よ る 圧 搾 機 構 で あ る 。 駆 動 ロ ー ラ と 摩 擦 ロ ー ラ と の 間 の ワ イ ヤ の 導 入 部 は 、 装 置 が 実 質 的
に 独 立 な シ ス テ ム と な る こ と を 意 味 す る 。 駆 動 部 材 、 ワ イ ヤ 、 お よ び 位 置 セ ン サ は そ れ ゆ
え 実 質 的 に 独 立 な シ ス テ ム を 形 成 し 、 ワ イ ヤ が 巻 く 物 体 の 周 長 を 測 定 す る シ ス テ ム を 完 結
す る 。 駆 動 ロ ー ラ が 操 作 さ れ る よ う に 設 定 さ れ る 後 に 、 ワ イ ヤ は 駆 動 ロ ー ラ か ら 摩 擦 ロ ー
ラ へ ト ル ク を 伝 達 す る 機 能 を 果 た す 。 そ し て 、 二 つ の ロ ー ラ は 互 い に 同 時 に 回 転 す る 。 そ
し て 、 そ う し て い る 間 に 、 同 時 に ワ イ ヤ を 引 っ 張 る 。 二 つ の ロ ー ラ の 間 に 引 っ 張 ら れ た ワ
イ ヤ の 長 さ は 同 時 に 、 摩 擦 ロ ー ラ に 接 続 さ れ た 距 離 計 の 助 け に よ り い つ で も 計 測 さ れ る 。
ワ イ ヤ に 張 力 が 付 加 さ れ る と 直 ち に 、 す な わ ち 計 測 さ れ る 周 辺 を 有 す る 物 体 に ワ イ ヤ が 直
接 か か る と 直 ち に 、 ワ イ ヤ は 動 作 状 態 で 接 続 し て い る 位 置 セ ン サ に 最 終 的 な 張 力 を 及 ぼ す
。 位 置 セ ン サ は 及 ぼ さ れ た こ の 張 力 に よ り 信 号 を 生 成 す る 。 こ の 信 号 は 、 好 ま し く は 、 信
号 が 生 成 さ れ た 時 に 駆 動 ロ ー ラ に 戻 さ れ 、 駆 動 ロ ー ラ の 動 作 が 停 止 す る 。 こ れ に よ り 、 ワ
イ ヤ は 二 つ の ロ ー ラ す な わ ち 、 駆 動 ロ ー ラ お よ び 摩 擦 ロ ー ラ に よ り さ ら に 引 っ 張 ら れ な い
。
　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 位 置 セ ン サ は 誘 導 距 離 セ ン サ が 好 ま し い 。 誘 導 距 離 セ ン サ の イ ン ピ ー ダ ン ス は か か る 力
の 関 数 と し て 変 化 す る 。 結 果 と し て 、 こ の 場 合 は ワ イ ヤ に か か る 力 で あ る 。 こ こ で 、 位 置
セ ン サ が 応 答 す る の に 必 要 な 力 は 、 周 長 が 測 定 さ れ る 物 体 の 圧 縮 限 界 よ り も は る か に 低 い
。 こ れ に よ り 、 位 置 セ ン サ が 応 答 す る 、 す な わ ち 信 号 を 生 成 す る 前 に 、 物 体 が ワ イ ヤ に よ
り 圧 縮 、 す な わ ち 周 長 が 変 わ る こ と が な い 。 第 一 信 号 が 位 置 セ ン サ に よ り 与 え ら れ た 後 に
、 物 体 の 圧 縮 限 界 に は 周 長 計 測 の 間 に 到 達 し な い こ と を 保 証 す る た め に は 、 ワ イ ヤ が あ る
特 定 の 量 だ け 駆 動 部 材 に よ り さ ら に 引 っ 張 ら れ る こ と が 好 ま し い 。 引 っ 張 ら れ そ し て 位 置
セ ン サ に よ り 第 一 信 号 が 与 え ら れ た 後 に 距 離 計 に よ り 読 ま れ る ワ イ ヤ の 長 さ と 、 駆 動 部 材
に よ り さ ら に 引 っ 張 ら れ た ワ イ ヤ に よ り 第 一 信 号 の 生 成 後 に 同 時 に 起 き 、 位 置 セ ン サ の 対
応 す る 長 さ の 延 び と を 比 較 す る こ と に よ り 、 検 査 の た め の 良 い 可 能 な 手 段 が 提 供 さ れ る 。
こ れ は 、 二 つ の 距 離 は 、 物 体 が ワ イ ヤ に よ り 圧 縮 さ れ ず 物 体 の 周 長 に 直 接 に 置 か れ る な ら
ば 、 等 し く な け れ ば な ら な い か ら で あ る 。
　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 駆 動 部 材 は 電 気 モ ー タ を 有 す る 。
　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に か か る 装 置 の 好 適 な 実 施 形 態 に お い て は 、 物 体 の 周 辺 に 沿 っ て 張 力 が 付 加 さ れ
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る ワ イ ヤ に 接 触 す る 駆 動 部 材 の 表 面 の 少 な く と も 一 部 は 粗 面 を 有 す る 。 こ れ は 、 フ ォ ト メ
カ ニ カ ル 、 機 械 的 、 化 学 的 あ る い は 電 気 科 学 的 な 処 理 で 可 能 で あ る 。 先 に 記 載 し た 圧 搾 機
構 の よ う な 駆 動 部 材 の 好 ま し い 改 良 に お い て 、 摩 擦 ロ ー ラ を 計 画 的 に 粗 く す る こ と に よ り
摩 擦 ロ ー ラ 上 の ワ イ ヤ に 良 い 付 着 が 達 成 さ れ 、 よ っ て ワ イ ヤ が 単 純 、 連 続 お よ び 安 定 的 に
引 っ 張 ら れ る 。 圧 搾 機 構 の 場 合 に お い て は 、 ワ イ ヤ と 摩 擦 ロ ー ラ と の 良 い 付 着 も ま た 、 満
足 な 機 能 す な わ ち 、 摩 擦 ロ ー ラ 、 駆 動 ロ ー ラ お よ び ワ イ ヤ の 相 互 作 用 の た め に は 必 要 で あ
る 。
　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 ワ イ ヤ と 摩 擦 ロ ー ラ と の 間 の 密 着 力 は 比 較 的 に 高 く な け れ ば な ら な い け れ ど も 、 測 定 す
べ き 物 体 の 周 に 対 す る ワ イ ヤ の 密 着 力 お よ び 滑 り 摩 擦 は 比 較 的 に 小 さ く な け れ ば な ら ず 、
こ れ に よ っ て ワ イ ヤ に 張 力 が 印 加 さ れ て い る 間 に 、 ワ イ ヤ が こ の 周 に 沿 っ て 満 足 で き る 状
態 で ス ラ イ ド 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 滑 ら か な ワ イ ヤ 、 特 に ナ イ ロ ン ワ イ ヤ を 選 択 す る こ と
が 好 ま し い 。 更 に 、 た と え 広 範 な 限 界 値 の 荷 重 が 加 わ っ た 場 合 で あ っ て も 、 ワ イ ヤ の 断 面
積 が ほ ぼ 一 定 に 保 持 さ れ る よ う な 材 料 、 特 に ナ イ ロ ン を ワ イ ヤ 用 に 選 択 す る こ と が 好 ま し
い 。 こ れ に よ っ て 、 ワ イ ヤ と 摩 擦 ロ ー ラ と の 間 の 接 触 面 積 が 一 定 に 維 持 さ れ 、 従 っ て 一 定
の 処 理 条 件 が も た ら さ れ る 。 測 定 す べ き 周 の 周 囲 で ワ イ ヤ に 張 力 を 加 え る と き に 、 良 好 な
材 料 接 触 を 確 保 す る た め に 、 こ の ワ イ ヤ は 可 と う 性 物 質 か ら な る こ と が 好 ま し い 。 ナ イ ロ
ン は 、 こ の 物 性 の 観 点 か ら 見 て も 、 ワ イ ヤ 材 料 と し て 非 常 に 適 し て い る 。 前 記 ワ イ ヤ に 対
す る 更 に 好 適 な 物 性 は 、 引 裂 強 度 が 高 い こ と で あ る 。 ナ イ ロ ン は こ の 特 性 も 満 足 し て い る
。 こ の 点 に お い て は 、 物 体 の 周 に 沿 っ て 物 体 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 を 包 囲 す る の に 使 用
す る ワ イ ヤ は 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に お い て は ナ イ ロ ン か ら な る 。 ナ イ ロ ン は コ ス ト
的 に 有 利 で あ る が 、 し か こ れ と 同 時 に 、 非 常 に 安 定 で あ り 、 特 に 抗 引 裂 性 で あ り 、 滑 ら
か で あ り 、 か つ 可 と う 性 の 材 料 で あ る 。 従 っ て 、 ワ イ ヤ は 、 ワ イ ヤ に 対 し て 広 範 囲 で 作 用
す る 張 力 に 対 し て 非 常 に 安 定 で あ る 。 従 っ て 、 ワ イ ヤ を 物 体 に 沿 っ て 載 せ 、 駆 動 ロ ー ラ と
摩 擦 ロ ー ラ と の 相 互 作 用 に よ っ て 引 っ 張 る こ と に よ っ て 張 力 を 加 え た と き に 、 物 体 の 周 長
測 定 を 実 施 で き る 前 に ワ イ ヤ が 引 き 裂 か れ る と い う 危 険 は な く 、 あ る い は 極 度 に 低 い 危 険
性 し か な い 。 更 に 、 温 度 の 関 数 と し て の 長 さ 変 化 が 極 度 に 小 さ い ワ イ ヤ 材 料 を 選 択 す る こ
と が 好 ま し い 。 こ の 特 性 も ナ イ ロ ン は 満 足 し て い る 。
　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 好 適 な 実 施 形 態 に お い て は 、 高 度 に 感 受 性 の セ ン サ を 使 用 し 、 こ の セ ン サ
は ワ イ ヤ に よ っ て セ ン サ に 加 わ っ た 張 力 が 非 常 に 低 い と き に 反 応 し 、 即 ち 信 号 を 与 え る 。
既 に 述 べ た よ う に 、 誘 導 距 離 セ ン サ を こ こ で 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 従 っ て 、 本 発 明 の
助 け に よ っ て 、 有 限 の 圧 縮 性 を 有 す る よ う な 物 体 、 即 ち 剛 性 で は な い 物 体 の 周 長 を も 測 定
す る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 肢 の 場 合 に は 、 こ の よ う な 物 体 を 取 り 扱 わ な け れ ば な ら な
い 。 閉 塞 お よ び ／ ま た は 圧 迫 体 積 変 動 測 定 の 領 域 に お い て は 、 対 応 す る 血 管 の 状 態 の 関 数
と し て 肢 の 周 長 を 測 定 す る こ と が 必 要 で あ る 。 血 管 の 状 態 と 機 能 と に 基 づ い て 、 肢 の 周 長
は 変 動 す る こ と が あ る 。 本 発 明 の 助 け に よ っ て 、 こ れ ら の し ば し ば 非 常 に 小 さ く 、 し か し
顕 著 な 周 長 の 変 化 を 、 非 常 に 正 確 に 、 即 ち 約 １ μ ｍ の 解 像 度 で 迅 速 に 測 定 す る こ と が で き
る 。
　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 物 体 の 周 長 を 測 定 す る 対 応 法 に 関 す る も の で あ り 、 本 方 法 は 少 な く と
も 次 の ス テ ッ プ を 備 え て い る 。
　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ａ ） 長 さ Ｌ Ｄ の 長 さ が 既 知 の 部 分 を 有 す る ワ イ ヤ を 物 体 の 周 囲 に 物 体 の 周 方 向 に 載 せ
る こ と ： こ の ワ イ ヤ は 、 位 置 セ ン サ と 動 作 状 態 で 接 触 し て お り 、 こ れ に よ っ て ワ イ ヤ が 位
置 セ ン サ 上 に 少 な く と も 所 定 の 張 力 Ｚ を 印 加 す る と 直 ち に 、 位 置 セ ン サ が 信 号 Ｓ を 出 力 す
る 。
　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ｂ ） 距 離 計 と 動 作 状 態 で 接 触 し て い る 駆 動 装 置 中 に ワ イ ヤ を 導 入 す る こ と 。
　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
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　 （ ｃ ） 前 記 駆 動 装 置 を 始 動 す る こ と に よ っ て 、 前 記 ワ イ ヤ と 動 作 状 態 で 接 触 し て い る 位
置 セ ン サ が 信 号 を 与 え る ま で 、 物 体 の 周 に 沿 っ て ワ イ ヤ を 引 張 る こ と 。
　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ｄ ） 距 離 Ｗ Ｄ を 読 む こ と ： 距 離 Ｗ Ｄ は 、 距 離 計 に よ っ て 測 定 さ れ 、 前 記 駆 動 装 置 に よ
っ て 物 体 の 周 に 沿 っ て ワ イ ヤ に 張 力 が 加 え ら れ た と き に 、 ワ イ ヤ に よ っ て ト レ ー ス さ れ る
。
　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ｅ ） 前 記 長 さ Ｌ Ｄ 、 距 離 Ｗ Ｄ お よ び 装 置 に 依 存 す る 幾 何 学 的 フ ァ ク タ Ｇ か ら 物 体 の 周
長 を 測 定 す る こ と 。
　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 閉 塞 お よ び ／ ま た は 圧 迫 体 積 変 動 測 定 の 分 野 に お い て 、 特 に 肢 の 周 長
を 測 定 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 装 置 お よ び 方 法 を 使 用 す る こ と に 関 す る も の で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ る 装 置 お よ び 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 こ こ で 次 の 図 面 を 使 用 し て 説 明 さ れ る 。
こ の 図 面 に お い て 、 図 １ は 、 物 体 の 周 長 を 測 定 す る た め の 、 本 発 明 に よ る 装 置 を 単 純 化 し
て 示 す 図 面 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 、 物 体 ３ の 周 長 ２ を 測 定 す る た め の 装 置 １ を 単 純 化 し て 示 す 図 面
で あ る 。 ま ず 最 初 に 、 本 装 置 １ は 、 測 定 す べ き 物 体 ３ の 周 ２ 上 の あ る 点 に 配 置 さ れ て い る
。 ワ イ ヤ ５ が 、 本 発 明 に よ る 装 置 １ の 位 置 セ ン サ ４ 上 に 配 置 さ れ て お り 、 ワ イ ヤ ５ は 長 さ
Ｌ Ｄ の 長 さ 既 知 の 部 分 を 備 え て お り 、 ワ イ ヤ を 、 物 体 ３ の 周 ２ を 測 定 す る た め に 、 物 体 の
周 方 向 に 物 体 ３ の 回 り に 載 せ る 。 即 ち 、 ワ イ ヤ ５ は 、 測 定 す べ き 周 ２ に 沿 っ て 物 体 ３ の 周
囲 の 少 な く と も 一 部 を 包 囲 す る 。 次 い で 、 ワ イ ヤ ５ を 駆 動 ロ ー ラ ６ と 摩 擦 ロ ー ラ ７ と の 間
に 導 入 し 、 駆 動 ロ ー ラ と 摩 擦 ロ ー ラ と が 協 動 し て 装 置 １ の 駆 動 ユ ニ ッ ト を 形 成 す る 。 こ の
摩 擦 ロ ー ラ ７ は 距 離 計 に 対 し て 連 結 さ れ て い る 。 駆 動 ロ ー ラ ６ は 、 駆 動 装 置 ９ 、 好 ま し く
は 電 気 モ ー タ ー に よ っ て 駆 動 さ れ て い る 。 位 置 セ ン サ ４ 、 駆 動 ロ ー ラ ６ お よ び 摩 擦 ロ ー ラ
７ は 、 距 離 計 と 共 に 、 ハ ウ ジ ン グ ８ に よ っ て 包 囲 さ れ て い る 。 前 記 し た 二 つ の ロ ー ラ の 間
に ワ イ ヤ が 導 入 さ れ る と 、 直 ち に 本 装 置 が 閉 鎖 さ れ る 。 駆 動 装 置 に よ っ て 、 駆 動 ロ ー ラ ６
が 回 転 状 態 に 設 定 さ れ る 。 こ こ で は 動 力 伝 達 部 と し て 機 能 す る ワ イ ヤ ５ を 通 し て 、 駆 動 ロ
ー ラ ６ の ト ル ク が 摩 擦 ロ ー ラ ７ に 伝 達 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 こ れ ら 二 つ の ロ ー ラ が 互 い に
同 期 し て 回 転 し 、 そ う す る こ と に よ っ て ワ イ ヤ ５ を も 引 っ 張 る 。 こ の 結 果 、 ワ イ ヤ の 他 端
は 位 置 セ ン サ ４ に 結 合 さ れ て い る が 、 ワ イ ヤ ５ が 物 体 ３ の 周 ２ 上 に 材 料 密 着 状 態 で 載 る に
至 る ま で 、 ワ イ ヤ に 徐 々 に 張 力 を 加 え る 。 ワ イ ヤ ５ が 物 体 ３ 上 に 直 接 に 載 る と 、 直 ち に ワ
イ ヤ ５ は 位 置 セ ン サ ４ 上 に 張 力 を 印 加 し 、 次 に は 、 こ の 張 力 が 所 定 の 張 力 に 対 応 し て ワ イ
ヤ か ら 印 加 さ れ る と 、 直 ち に 位 置 セ ン サ ４ が 信 号 を 発 生 す る と い う 作 用 を も た ら す 。 こ の
信 号 に 対 応 し て 、 駆 動 ロ ー ラ ６ の 動 作 が 中 断 さ れ 、 即 ち ワ イ ヤ ５ に 更 に は 張 力 が 加 わ ら な
く な る 。 こ こ で 、 距 離 計 の 助 け に よ っ て 、 ワ イ ヤ ５ が 二 つ の ロ ー ラ ６ 、 ７ に よ っ て 物 体 ３
の 周 ２ に 沿 っ て 引 っ 張 ら れ る 間 に ワ イ ヤ ５ が ト レ ー ス し た 距 離 の 長 さ Ｗ Ｄ を 、 正 確 に 読 み
取 る こ と が で き る 。 ワ イ ヤ ５ の こ の 長 さ 部 分 の 全 長 Ｌ Ｄ の 知 識 を 用 い て 、 こ れ は 距 離 計 の
助 け に よ っ て 直 接 的 な 測 定 が 可 能 で あ る が 、 更 に は 装 置 に 依 存 す る 幾 何 学 的 フ ァ ク タ Ｇ の
知 識 を 用 い て 、 次 い で 物 体 ３ の 周 長 ２ を 非 常 に 迅 速 に 、 か つ 単 純 に 計 算 し 直 す こ と が 可 能
で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｌ Ｄ － Ｗ Ｄ ＋ Ｇ ＝ 周 長 ２
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
　 本 発 明 に よ る 、 物 体 ３ の 周 長 ２ を 測 定 す る た め の 装 置 １ を 単 純 化 し て 示 す 図 面 で あ る 。
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